






















 

 

                   アンケート結果                   
 ①救急要請経験 

⑤－２知っている相談窓口 

②救急車の出動件数 ③救急車の到着時間 

⑤相談窓口 

⑦広報活動の認知 

④救急搬送の結果の軽症割合 

 豊田市民 3,050 人にアンケートを送付し、1,497 件の有効回答を
得た。市民理解度は 22.0％と評価する。 
 
 アンケート⑥では「救急出動増加の影響」による市民への影響（自
由記載）の主な回答としては以下のとおり。 
●重症患者への到着・処置が遅れる 53.5% 
●わからない 16.8%、経費の増加、増税 11.8% 
 渋滞の発生 6.9%、その他 11.0% 
 
 救急車は限りある資源であり、迅速に市民のもとに駆け付けるた
め、令和 11 年度に市民理解度 50％を目指し、啓発を続けていく。 


